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国語科学習指導案 
尾道市立高須小学校 
指導者 土井 尚美 

１ 日 時  平成１６年７月５日（月）～７月１３日（火） 

２ 学 年  第３学年２組 ３７名 

３ 単元名  段落構成の整った作文を書こう 

４ 単元について 

○単元観 

(１）本単元のねらい 

本単元のねらいは，次の２つである。  
○自分の考えが明確になるように，段落相互の関係を考える〔B（１）ウ〕 
 ○書こうとする事の中心を明確にしながら，段落と段落との続き方に注意して書く 

〔B（１）エ〕 
自分の考えが明確になるように，段落相互の関係を考えるとは，まず事柄ごとのまとまりを意

識して区切りを考えること，そして徐々に段落や段落相互の関係について考え自分の考えを明確

にするために工夫することであるととらえている。 

段落と段落との続き方に注意して書くとは，調べた事やそれによって深まった自分の考えなど，

書こうとすることの中心となる部分が明確になるように叙述することであるととらえている。 
本単元でねらう子どもの姿は，次に述べる四つのことができるようになることである。 
 ①事柄ごとのまとまりを意識して，区切りを考えて書く。 

    （一つの段落に一つの内容を書く。） 

②順序にしたがって尾括型の文章を書く。[尾括型：主題を結末部に置くもの] 
③①と②の視点で文章のよいところを見付ける。 
④①と②の視点と表記上の間違いなどを正す。 

（２）学習指導要領の内容の系統 
 
 

 
 
 
 
  
 

 
 
（３）本単元の構成・内容・価値 

①本単元の構成 
本単元では，学習の最初に，段落構成の整った説明文を読む活動を位置づけて児童にまとま

りや段落相互の関係を考えさせる。そして，児童が文章を書く過程において，読む活動で培っ

た視点から構成や推敲をすることを取り入れた指導を行う。 
②本単元の内容 
段落構成の整った説明文を読み，中心となる語や文と考えを明確に書くための文章構成を学

習する。そこで培ったことを自分の文章に生かして作文を書く。 
③本単元の価値 
第３学年及び第４学年の「書くこと」の指導においては，「段落相互の関係などを工夫して

文章を書く」能力の育成が主なねらいである。小学校学習指導要領解説国語編には「段落相互

の関係などを工夫して文章を書く」ことは，児童の実態を考慮して，「まず事柄ごとに書く内

容を整理したり簡単な組立てを考えたり」し，「徐々に段落を考えて書いたり，段落と段落と

の続き方に注意して書いたり」できるように指導することであると述べられている。 

1･2 年 
自分の考えが明確
になるように，簡
単な組立てを考え
ること。[B(1)ｳ]  
事柄の順序を考え
ながら，語と語や
文と文の続き方に
注意して書くこ
と。[B(1)ｴ] 

3･4 年 
自分の考えが明確にな
るように，段落相互の
関係を考えること。
[B(1)ｳ]  
書こうとする事の中心
を明確にしながら，段
落と段落との続き方に
注意して書くこと。
[B(1)ｴ] 
 

5･6 年 
自分の考えを明確に表
現するため，文章全体の
組立ての効果を考える
こと。[B(1)ｳ]  
事象と感想，意見などと
区別するとともに，目的
や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いた
りすること。[B(1)ｴ] 
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書くことの学習の最初に，段落構成の整った説明文を読む活動を位置づけて児童にまとまり

や段落相互の関係を考えさせ，文章を書く過程において読む活動で培ったことを生かす指導を

行うことで，児童が考えを明確に書く力を高めることができると考える。       
○児童観 
既習事項及びその定着状況 
（１）学習内容面 
 1 学期中旬に「知ってもらおう，自分のこと」という教科書単元で，紹介の中心となる内容

を明確にしながら，段落相互の関係に注意して書くことの学習をしている。また，「まとまり

ごとに内容をとらえながら」という教科書単元で，中心となる語や文をとらえてまとまりごと

に書かれていることを正しく読む学習をしている。 
    ６／８に実施した事前アンケートで次のような結果が得られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事前作文からは，次の結果が得られた。 

 
   一段落一内容及び段落分け 
 
 

 
 
 
 
アンケートの質問番号２「話のまとまりを作って書きますか。」について，「はい」「どちら

かといえば『はい』」と答えた児童は約 70％いた。また質問番号６「段落がかわる時は，行を

かえて書きますか。」について，「はい」「どちらかといえば『はい』」と答えた児童は 73％い

た。しかし事前作文を分析してみると，一段落一内容で改行して書けている児童は 14％であ

り，まとまりのある自分の考えを文章に書くこと・組立てを考えて書くことのできている児

童はいない。また，自分の作文を読み返して修正している児童は一人で，読点「、」を書き加

えていた。作文の内容を分析すると，自分のしたことをした順番に書けてはいるものの思い

つくままに羅列して書いているものが多く，まとまりを意識した文章になっていない。児童

の意識と実際の力には差があるといえる。 
（２）学習方法・学習活動面 

書くことの学習の最初に，段落構成の整った説明文を読む活動を位置付けて児童にまとま

りや段落相互の関係を考えさせる学習は初めてである。 
 
 
 
 

一段落一内容で書けている児童 5 人（14％） 

一段落一内容で書けていない児童 32 人（86％） 

作文に関するアンケート結果
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質
問
番
号

人数の割合

「いいえ」

どちらかといえば「いいえ」

どちかかといえば「はい」

「はい」

 

８段落と段落のつながりを考えて読みますか。 
７段落ごとに中心となることばや文に気をつけて読みますか。  
６段落がかわる時は，行をかえて書きますか。 
５自分の作文を読み返して，まちがいを直しますか。 
４文と文をつなぐ「そして」「でも」などのことばを使って書きますか。  
３文章の組立てを考えて書きますか。 
２話のまとまり（段落）を作って書きますか。 
１作文を書くことがすきですか。 
 

内容ごとに適切に改行 5 人(14％) 

適切ではないが，改行 6 人(16％) あり 
1 文ずつ改行 3 人(8％) 

段
落
分
け 

なし 23 人（62％） 

適切 ５人（14％） 

適切でない 32人(86％) 
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○指導観 ＜本校の本年度の研究主題「基礎・基本の定着を図る多様な指導方法の工夫」との関連＞  
（１）基礎・基本の確実な定着のための全体的な工夫 
  ・まとまりや段落相互の関係を考えさせるために，学習の最初に段落構成の整った説明文を読

む活動を位置づける。 
・読む活動で培った視点を，書く過程に生かすためにワークシートを作成し活用する。 
・段落相互の関係を理解しやすくするために，作文の長さを４００字程度とする。 
・材料集めの広がりを持たせたり，相互評価をしたりするために，作文のテーマは児童に共通

の身近なことをとりあげる。 
（２）基礎・基本の確実な定着のための個に応じた工夫 
・まとまりや段落相互の関係を考えにくい児童のために，個別に言葉かけをしたり，他の児童

の発表を手がかりにして考えるようにアドバイスしたりする。 
 

５ 単元の目標・評価規準                                          

観 点 単元の目標 評価規準 評価方法 
ア国語への関心・意

欲・態度 
自分の経験や身の回りの出

来事について関心をもち，自

分の考えが相手によく伝わ

るように作文に表そうとす

る。 

自分の経験や身の回りの出

来事について関心をもち，自

分の考えが相手によく伝わ

るように作文に表そうとし

ている。 

観察 

◎ウ書く能力 ①考えが明確になるように，

段落相互の関係を工夫して

書くことができる。 
②自分の書いた文章のよい

ところを見つけたり，間違い

などを正したりすることが

できる。 
 

①構想をもとにして，段落相

互の関係を考えて文章を書

いている。 
②自分の書いた文章のよい

ところを見つけたり，間違い

などを正したりしている。 

①作品 
②ワークシート 

エ読む能力 中心となる語や文をとらえ

て段落相互の関係を考え，文

章を正しく読むことができ

る。 

改行段落の意味，段落ごとの

関係のとらえ方を文章に即

して考えている。 

ワークシート 

オ言語に関する知

識・理解・技能 
段落の始めは行を改めて書

くことができる。 
段落の始めは行を改めて書

いている。 
作品 

 
 
６ 指導と評価の計画（全６時間） 

  評          価 

次 学習内容 
関 

意 

態 

書 読 言 評価規準 評価方法 

単元全体の学習の流れを

知るとともに，段落構成

の整った説明文を読み，

段落について知る。 

  ◎  

ワークシートに，段落の始め

は 1 マス下げることと一段落

に一内容書くというきまりを

理解している。 

ワークシート 

 

１ 

（２） 段落構成の整った説明文
を読み，まとまりや段落

相互の関係を考える。 

 

  ◎  

「はじめ」「なか」「まとめ」

にあう文章を選んだり，書い

たりしている。 

ワークシート 

２ 

（２） 

題材を確認し，作文を書

くための材料集めをす

る。 
○ ◎   

尾括型の文章が書けるような

キーワードを書いている。 

ワークシート 

観察 
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 集めた材料をもとに，作

文を書く。 

 
 ◎  ○ 

キーワード表をもとに，順序

にしたがって，尾括型の文章

を書いている。 

作品 

 

作文チェックカードをも

とに作文を推敲し，清書

する。 
 ◎   

作文チェックカードをもとに

観点にそって作文を推敲し，

清書している。 

作品 

３ 

（２） 友だちの作文を読み，よ
いところを見つける。 

 ◎   

作文チェックカードをもとに

観点にそって，友だちの作文

のよいところを見つけてい

る。 

ワークシート 
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７ 本時の展開 
（第２次２時） 7月９日（金） 
（１）本時の目標 

本時の目標 評価規準 評価方法 

〔B（１）エ〕集めた材料をもと

に，作文を書く。 

キーワード表をもとに，順序にしたが

って，尾括型の文章を書いている。 

作品 

（２）準備物   ワークシート， 原稿用紙（拡大版，児童用） 
（３）学習展開 

学習過程 

  学習活動 学習内容 
指導上の留意点 

■評価規準              

□評価方法 

導

入       

１ 本時の学習課題を確認する。 
 
 

                                                                              

 

 

展 
 
 
 

開 

２ 作文を書く時の約束を確認

する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 作文を書くときの工夫を確

認する。 

 

 

 

４ 作文を原稿用紙に書く。 

・はじめ，なか，まとめの分量を

確認する。 

 

 

 

 

・早く書きあがった児童は，読み

返しをする。 

 

「はじめ」 

・これからのしょうかいを書

く。 

・したことや見たことを書く。 

「なか」 

・まとめの段落の例を書く。 

・一つの段落に一つの事柄を

書く。 

・したことや見たことを書く。 

・目に見えるように詳しく書

く。 

「まとめ」 

・「なか１」と「なか２」に通

じることを書く。 

・具体的に書く。（いつ・どこ

で・だれが・どのように） 

・「 」を使う。 

・文と文をつなぐことばを使

って書く。 

 

・「はじめ」は，原稿用紙で２行

（４０字）以内。 

・「なか」は，原稿用紙で１４行

（２８０字）以内。 

・「まとめ」は，原稿用紙で２行

（４０字）以内。 

○作文チェックカード

をもとに確認させる。 

 

                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○目安として，「はじめ」

「なか」「まとめ」の境

目にラインを引いてお

く。 

○書ききれない児童の

ために，原稿用紙の短冊

を準備する。 

 

 

○時間になったら，全員

の作文を集める。 

○書き上げることがで

きなかった児童の中で，

自主的に続きを書きた

いという場合は書かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■キーワード表をもと

に，順序にしたがって

尾括型の文章を書いて

いる。 

 

□作品 

ま

と

め 

５ 本時の学習を振り返り，学習

計画表に自己評価を書く。 

・◎○△で自己評価する。 ○自己評価できない児

童には，個別に声をかけ

「めあて」ができたかど

うかを判断すればよい

ことを知らせる。 

 

 
 

キーワード表をも
とに，作文を書こう 


